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展

　私のところは「そろばん塾」を経営しています。小
学校の近くに位置している関係で、下校後直接そろば
ん教室に入る生徒が多いのです。
　そのようなわけで、生徒たちが珠算学習を始める前
の気分転換に役立つのではないかと考え、教室の庭に
季節の花を植え始めました。
　始めると次は、又、次は何を植えようかと楽しみに
なり、気がついてみると、10年が過ぎてしまいまし
た。
　最近は散歩で通りかかる人たちから「こちらのお庭
を見るのが楽しみです。」との言葉を頂戴することも
あり、ますます庭造りに力が入っています。また、花
が咲くと、主人はデジタルカメラで撮影、絵はがきを
作り「花のたより」を家族や友人に出して喜ばれてい
ます。
　季節の草花を通して地域の皆さんと一緒に気分も新
たに、明るい町づくりに少しでも役に立てたらと思い
ます。　　　　　　　　　　 中田　小森谷美恵子さん

KOGA
万華鏡

　3月で2歳になった叶奈は、お祭りが大好きで

す。叶奈は、笛や太鼓の音がすると気分がウキ

ウキしてしまい、家の中でも「セイヤ！セイ

ヤ！」と言ってはあばれ回っています。

　パパがお神輿の同好会を作ってしまうくらい

好きなので、その影響を受けてしまったのだと

思います。

　今年の11月で叶奈はお姉ちゃんになります。

2人目の子も

叶奈のように

お祭り好きで

元気な子にな

ればと願って

います。

　写真はまつ

り装束で、得

意のポーズを

きめている叶

奈です。

　これから

も、叶奈には

元気で明るく

粋な子に育っ

てほしいで

す。

　
篆
刻
美
術
館
で
は
平
成
4
年
に
「
山
田

寒
山
・
正
平
展
」
を
開
催
し
て
い
ま
す

が
、
本
年
は
文
人
山
田
正
平
（
1
8
9
9

〜
1
9
6
2
）
の
43
回
忌
に
あ
た
る
こ
と

か
ら
、
こ
の
機
に
再
度
「
山
田
正
平
展
」

を
実
施
い
た
し
ま
す
。
新
潟
の
篆
刻
家
木

村
竹
香
の
次
男
に

生
ま
れ
た
正
平

は
、
15
歳
の
と
き

に
會
津
八
一
か
ら

刻
印
の
依
頼
を
受

け
る
ほ
ど
、
若
く

し
て
そ
の
才
を
発

揮
し
ま
す
。
16
歳

で
山
田
寒
山
の
許

に
寄
寓
し
ま
す

が
、
20
歳
の
と
き

寒
山
が
没
し
た
こ

と
か
ら
會
津
八

一
・
滑
川
澹
如
・

河
井
　
廬
等
の
助

力
で
寒
山
の
養
嗣
と
な
り
、
徳
富
蘇
峰
の

媒
酌
で
山
田
喜
美
子
と
結
婚
し
山
田
正
平

と
な
り
ま
し
た
。

　
正
平
の
篆
刻
は
豪
放
雄
偉
な
が
ら
叙
情

豊
か
な
刻
風
が
特
徴
で
、
會
津
八
一
・
堀

口
大
学
・
志
賀
直
哉
・
谷
崎
潤
一
郎
・
武

者
小
路
実
篤
等
文
士
、
棟
方
志
功
・
小
川

芋
銭
・
中
川
一
政
等
画
家
が
好
ん
で
使
用

し
ま
し
た
。
日
展
・
毎
日
展
・
日
本
書
道

美
術
院
展
・
謙
慎
書
道
展
な
ど
に
作
品
を

発
表
し
、
話
題
を
呼
び
ま
し
た
。
彼
は
元

来
画
が
好
き
で
し
た
が
、
茨
城
を
代
表
す

る
画
家
小
川
芋
銭
に
出
会
い
、
そ
の
人
物

と
画
に
傾
倒
し
入
門
、
ま
た
お
茶
の
水
の

川
端
塾
で
油
絵
ま
で
学
び
、
篆
刻
の
み
な

ら
ず
書
画
な
か
で
も

画
に
そ
の
才
を
発
揮

し
、
高
い
評
価
を
得

て
い
ま
す
。
ま
た
55

歳
の
時
東
京
学
芸
大

学
講
師
と
な
り
、
篆

刻
に
よ
っ
て
後
進
を

育
成
し
て
い
ま
す
。

　
本
展
で
は
そ
う
し

た
幅
広
い
業
績
も
視

野
に
入
れ
、
刻
印
約

3
3
0
顆
以
外
に
刻

字
・
書
画
を
含
め
て

紹
介
し
、
山
田
正
平

を
顕
彰
い
た
し
ま

す
。
ま
た
、
正
平
を
支
え
た
人
物
や
交
遊

関
係
に
も
焦
点
を
あ
て
、
正
平
作
品
以
外

に
木
村
竹
香
・
山
田
寒
山
・
會
津
八
一
・

武
者
小
路
実
篤
・
小
川
芋
銭
・
礒
部
草
丘

等
の
作
品
も
あ
わ
せ
て
紹
介
い
た
し
ま

す
。
ち
な
み
に
、
古
河
出
身
の
篆
刻
家
大

久
保
翠
洞
は
正
平
に
師
事
し
た
の
で
、
正

平
が
「
大
久
保
晴
雄
」
「
翠
洞
」
を
刻
し

て
い
ま
す
。

海福山最明寺全景　山田正平画　昭和16年

再生紙を使用しています。 環境にやさしい大豆油インキを使用しています。

季節の花で気分を新たに

マイ・ガーデニング

シャッターチャンス！

幸町　小林綾子さん　33歳

お祭りだーいすき！

お祭り大好き叶奈ちゃん（2歳5カ月）

　
〜
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に
愛
さ
れ
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篆
刻
家
〜
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